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1. 緒言  

















































情報活用能力の育成を目指して令和 2 年 4 月から実施されている学習指導要領に対応し
て、文部科学省は「教育の情報化の手引」（文部科学省 2019ｃ）を令和元年 12 月に公表し
て、児童生徒の情報活用能力の育成や、各教科等の指導における ICT の活用について具体
的例を示してきた。さらに令和 2 年６月には追補版（文部科学省 2020a）として内容の充
実を図っている。  
また、１人１台の端末と、高速大容量の通信ネットワークを一体的に整備し、個別最適
化され、資質・能力が一層確実に育成できる ICT 教育環境を実現するという GIGA スクー
ル構想は、当初 2023 年度までに環境を整備することとしていたが新型コロナウイルスの
流行による遠隔授業への対応等により補正予算が措置され、2021 年 3 月現在ではほとん
どの自治体で１人１台の端末や高速通信ネットワークが実現できている状況になった（文
部科学省 2020c）。  











査によれば表 1 に示す通り平成 18（2006）年度当初は全
国平均が 52.6％から 69.4％であったものが 69.8％から
86.7％へと指導力が徐々に高くなっている。  
文部科学省は県別の結果も公表しており、これによる
と三重県において平成 18・19 年度は 30 位台であったが平成 21・22 年度は表 1 に示す 5
項目は全国 1 位になり、以後も常に全国平均を上回り上位となっている。  
教員養成段階においても、これからの学校教育を担う教員の資質向上を目的とした教職
免許法及び施行規則の改正により、教職課程では平成 31 年 4 月から各教科の指導法に情
報機器及び教材の活用が新しく追加されている。さらに令和 3 年 1 月 26 日中教審答申（文





なった（文部科学省 2021d）。  
 このように養成段階における新科目の導入と教育現場での校内研修の充実により教員の



















































 最後に 2.2 でも取り上げた教員の ICT 活用指導力状況調査を「情報処理Ⅰ」及び「情報
処理Ⅱ」の履修後に学生に行った結果を表 4 に示す。項目 A（教材研究・指導の準備・評
価・校務などに ICT を活用する能力）と項目 C（児童生徒の ICT 活用を指導する能力）は






2.4.授業での ICT 活用 




















3．外国語教育における ICT 活用と効果  
項目A 項目B 項目C 項目D
学生(2020) 67.9% 65.2% 59.8% 79.5%






























で ALT が活用されている外国語の授業時数の割合は 21.1%であり、学級数や授業数に対














































































Teaching Practice （ATP） iの協力校が行っている授業へオンラインで参加し、英語圏
における小学校英語の実際を知るとともに英語で授業を実施することで学生の実践力
を養う（高橋 2012、ライアン 2014、Ryan, Takahashi, Robins and Venema2015）。な
お、実施については、表５に示した内容を約 9 か月で行うことを計画した。  
表５：実施計画 
実施月  内容 
7 月 ①Australian Teaching Practice （ATP）の小中学校及び諸外国の外国語教授法を指導し
ている大学の教員養成機関との連絡と今後の研究の方法に対しての打ち合わせ  
②教育委員会や学生、諸外国との連携による ICT 機器の活用方法の準備等 




9 月 ①パイロットスタディとして、ロシアニジニノブゴルド言語大学（8 月下旬から授業開始）
の教員養成機関と提携して「英語科教授法」の講義を受講する。  
②テンプル大学日本校「英語教員養成ワークショップ」（9-12 月）受講 
10 月 ①Australian Teaching Practice （ATP）の小中学校の授業を参観する。また、教育実習
に向けて、日本の言語文化の発信を考察し、児童生徒との交流を円滑にするためにどのよ
うにすればいいのかを考察する。  








①Australian Teaching Practice （ATP）の小中学校で、リモートで授業を行う。  
②リモートでの教育実習に対して、諸外国の先生や学生も観察し助言をもらう。  
③助言をしてもらったものを活かして最低 2 回は教育実習での授業を行う。  
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